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は
じ
め
に

0
神
事
舞
太
夫
と
陰
陽
師
と
の
争
論

②
教
団
の
形
成

③
神
子
の
類
型
に
つ
い
て

【論
文
要
旨
］

　
神
子
の
歴
史
社
会
的
な
存
在
形
態
を
考
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
神
田
よ
り
子
、
西
田
か
ほ
る
の

先
駆
的
な
仕
事
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
議
論
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
西
田
は
、
近
世
に
お
い

て

神
子
の
本
所
が
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
問
い
は
、

九
〇

年
代
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
た
近
世
の
民
間
宗
教
者
の
家
職
を
め
ぐ
る
研
究
史
の
虚
を
つ
い
た

も
の
で
あ
る
。
西
田
は
、
「
本
所
を
持
た
な
い
神
子
は
、
み
ず
か
ら
の
宗
教
活
動
を
幕
府
か
ら
保
証

さ
れ
る
た
め
に
、
み
ず
か
ら
の
夫
や
父
、
よ
り
い
え
ば
男
性
の
所
属
す
る
宗
教
各
派
の
編
成
を
受

け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
、
「
イ
エ
に
よ
っ
て
職
が
継
承
さ
れ
る
と
い
う
近
世
社
会
の
あ

り
方
」
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
北
地
方
に
お
い
て
神
子
の
重
厚
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

を
重
ね
て
き
た
神
田
は
、
修
験
系
の
神
子
の
儀
礼
を
論
述
す
る
中
で
、
西
田
説
を
と
り
あ
げ
て
「
神

子
は

元
来
本
所
が
な
い
か
ら
、
修
験
と
も
イ
エ
の
論
理
で
結
び
し
て
い
た
と
す
る
西
田
か
ほ
る
の

論
は

あ
た
ら
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
．
こ
の
問
題
は
、
同
じ
神
子
と
呼
ば
れ
た
も
の
の
社
会
的

存
在
形
態
が
、
地
域
的
に
も
時
代
的
に
も
多
様
で
振
幅
を
ふ
く
む
も
の
で
あ
り
、
］
般
化
の
危
険

を
示
唆
し
て
い
る
。

　
本
稿

は
、
神
事
舞
太
夫
と
梓
神
子
の
教
団
形
成
を
た
ど
り
、
神
子
の
分
類
を
試
み
る
も
の
で

あ
る
。
彼
ら
の
頭
役
で
あ
っ
た
田
村
家
は
、
配
下
が
夫
婦
で
活
動
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

た
。
梓
神
子
が
他
の
系
列
の
男
性
と
婚
姻
を
結
ぶ
こ
と
は
禁
じ
た
。
東
北
の
神
子
や
田
村
家
配
下

の
梓
神
子
は
、
師
匠
の
家
に
住
み
込
み
、
作
法
を
叩
き
込
ま
れ
て
、
一
人
前
に
な
る
た
め
訓
練
さ

れ

た
点
で
共
通
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
、
よ
り
高
度
な
技
法
を

身
に
つ
け
て
い
た
専
門
職
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
土
御
門
家
配
下
、
吉
田
家
配
下
の
神
子
は
、

本
所

に
対
し
て
貢
納
料
を
支
払
っ
て
、
自
ら
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ

こ
で
は
本
所
は
、
神
子
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
に
関
し
て
関
知
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
神

田
が
紹
介
し
た
東
北
の
神
子
が
、
自
ら
の
檀
那
場
を
保
有
し
て
、
経
済
的
に
も
自
立
し
た
存
在
で

あ
っ
た
が
、
田
村
家
配
下
の
梓
神
子
は
、
男
性
（
神
事
舞
太
夫
）
の
も
と
で
統
率
さ
れ
て
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
組
ん
で
共
同
で
営
業
を
行
っ
て
い
た
。
両
者
の
間
に
は
、
大
き
な
違
い
は
歴
然
と
あ
っ

た
。
近
世
以
降
の
神
子
を
研
究
す
る
場
合
、
再
生
産
の
仕
組
み
や
檀
那
場
の
所
有
に
注
目
し
つ
つ
、

地
域
性
の
違
い
を
繰
り
込
む
作
業
が
必
要
と
な
る
。
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は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
神
子
の
歴
史
社
会
的
な
存
在
形
態
を
考
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
神
田
よ
り
子
、
西

　
　
　
（
2
）

田
か
ほ
る
の
仕
事
は
、
現
時
点
で
の
研
究
史
の
到
達
点
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。

神
田
は
、
宗
教
民
俗
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
東
北
地
方
の
神
子
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、

神
子
や
修
験
に
つ
い
て
の
詳
細
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
作
成
し
、
近
世
か
ら
現
在
に
ま
で

の

神
子
の
通
史
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
西
田
は
、
近
世
史
研
究
の
一
環
と

し
て
、
家
職
編
成
の
視
点
か
ら
問
題
に
肉
薄
し
て
い
る
。
信
濃
国
、
甲
斐
国
の
史
料

の

も
と
つ
い
て
、
神
子
だ
け
で
は
な
く
、
諸
宗
教
者
の
存
在
形
態
を
実
証
的
に
跡
付

け
、
地
域
の
特
性
を
描
く
と
こ
ろ
に
、
西
田
の
手
堅
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
西

田
は
、
「
神
子
」
と
い
う
論
文
で
、
神
子
の
本
所
が
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か

と
い
う
問
い
を
発
し
て
い
る
。
九
〇
年
代
以
降
、
修
験
、
神
職
、
陰
陽
師
、
虚
無
僧

な
ど
の
家
職
編
成
が
解
明
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
西
田
の

問
い
は
、
宗
教
者
の
家
職
編
成
に
つ
い
て
根
源
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
た
こ
と
に
な

る
。
西
田
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
神
子
に
と
っ
て
も
、
本
所
の
編
成
を
受
け
、
神
子
と
し
て
社
会
か
ら
認
め
ら

れ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ほ
か
の
宗
教
者
と
神
子
が
決
定

的
に
異
な
る
点
は
、
神
子
に
は
神
子
独
自
の
本
所
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
か

ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
神
子
に
は
夫
が
い
た
。
夫
は
百
姓
の
場
合
も
あ
る
が
、

神
主
や
修
験
、
西
後
屋
敷
村
に
み
た
よ
う
な
万
歳
な
ど
の
芸
能
的
宗
教
者
も
多

い
。
本
所
に
よ
る
宗
教
者
の
編
成
が
進
む
な
か
で
、
本
所
を
持
た
な
い
神
子
は
、

み

ず
か
ら
の
宗
教
活
動
を
幕
府
か
ら
保
証
さ
れ
る
た
め
に
、
み
ず
か
ら
の
夫
や

父
、
よ
り
い
え
ば
男
性
の
所
属
す
る
宗
教
各
派
の
編
成
を
受
け
て
ゆ
く
こ
と
に

　
　
　
　
　
（
3
）

な
る
の
で
あ
る
」

　
西
田
自
身
は
、
そ
の
理
由
を
「
イ
エ
に
よ
っ
て
職
が
継
承
さ
れ
る
と
い
う
近
世
社

会
の
あ
り
方
」
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
神
田
は
、
修
験
系
の
神
子
の

儀
礼
を
論
述
す
る
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
西
田
の
見
解
に
つ
い
て
批
判
的
に
言
及
し

て

い
る
。「

神
子
は
修
験
道
の
組
織
の
一
員
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
事
で
身
分
を
保
障
さ

れ
、
修
験
各
派
か
ら
神
子
補
任
状
を
受
け
、
地
域
社
会
内
で
の
宗
教
活
動
の
場

を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
各
派
の
要
求
す
る
上
納
金
の
分
担
者
に
も

な
っ
て
ゆ
く
。
当
時
の
南
部
藩
内
で
は
、
神
子
は
修
験
者
と
同
様
、
各
地
域
の

組
頭
の
下
に

組
み
込
ま
れ
、
そ
の
上
に
年
行
事
、
さ
ら
に
藩
の
惣
録
が
い
た
。

だ

か

ら
神
子
は
補
任
の
際
に
納
め
る
上
納
金
は
組
頭
、
年
行
事
を
経
由
し
て
本

所

に
納
め
る
形
式
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
支
配
シ
ス
テ
ム
の
中
に
あ
っ
て
、
神
子

は
組
頭
を
通
し
て
本
所
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
だ
か
ら
神
子
は
元
来
本
所
が
な

い
か

ら
、
修
験
と
も
イ
エ
の
論
理
で
結
び
し
て
い
た
と
す
る
西
田
か
ほ
る
の
論

　
　
　
　
　
（
4
）

は
あ
た
ら
な
い
」

　

こ
こ
で
の
神
田
に
よ
る
西
田
説
批
判
は
、
や
や
性
急
す
ぎ
る
気
が
す
る
。
神
田
が

調
査
し
て
き
た
東
北
地
方
の
修
験
系
神
子
と
、
西
田
が
関
心
を
寄
せ
る
信
濃
国
の
芸

能
的
宗
教
者
の
神
子
は
、
地
域
的
に
も
、
社
会
的
に
も
相
当
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

神
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
北
地
方
の
神
子
は
、
男
性
の
修
験
と
対
等
に
、

あ
る
意
味
で
は
独
立
し
た
地
位
を
も
つ
誇
り
高
き
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
東
北

地
方
に
見
ら
れ
る
自
立
型
の
神
子
と
比
べ
る
と
、
西
田
が
紹
介
し
て
い
る
芸
能
的
宗

教
者
は
、
異
な
る
地
域
と
異
な
る
社
会
の
位
相
に
生
き
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
本
稿

は
、
神
事
舞
太
夫
と
梓
神
子
の
教
団
形
成
を
た
ど
り
、
神
子
の
分
類
を
試
み

　
　
　
　
　
（
5
）

る
も
の
で
あ
る
。
浅
草
に
住
む
田
村
八
太
夫
は
、
関
東
に
散
在
す
る
神
事
舞
太
夫
と

梓
神
子
を
編
成
し
て
、
組
織
を
つ
く
り
だ
し
た
。
陰
陽
師
を
支
配
し
た
土
御
門
家
は
、
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陰
陽
師
支
配
を
始
め
る
と
同
時
に
、
神
子
も
配
下
に
組
み
入
れ
て
い
こ
う
と
し
た
が
、

陰

陽
師
と
神
子
が
夫
婦
と
な
り
、
家
族
を
つ
く
る
こ
と
を
強
制
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
ず
末
端
の
配
下
が
い
か
な
る
家
族
構
成
を
と
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
関
心
を

寄
せ
な
か
っ
た
。
土
御
門
家
と
し
て
は
、
陰
陽
師
の
免
許
状
、
神
子
へ
も
免
許
状
を

発
給

し
、
上
納
金
の
納
入
を
求
め
た
が
、
そ
れ
さ
え
う
ま
く
行
っ
て
い
け
ば
、
そ
れ

以
外
の
こ
と
は
関
心
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
田
村
家
は
、
土
御
門
家
と
は
異
な
る
仕

方
で
、
配
下
が
夫
婦
で
活
動
す
る
こ
と
を
強
制
し
、
義
務
付
け
て
い
た
。
配
下
の
女

性

が
、
他
の
系
列
の
男
性
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
、
事
実
上
禁
じ
て
い
た
。
そ

の

点
か
ら
見
る
と
、
あ
る
意
味
で
田
村
家
で
は
、
神
子
の
本
所
化
が
進
ん
で
い
た
と

も
い
え
る
。
西
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
神
子
専
用
の
本
所
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

に
近
い
存
在
は
あ
っ
た
。

0
神
事
舞
太
夫
と
陰
陽
師
と
の
争
論

　
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
江
戸
役
所
陰
陽
師
触
頭
と
幸
松
勘
太
夫
と
の
間
で
、

つ
ぎ
に
紹
介
す
る
よ
う
な
争
論
が
発
生
し
た
。
そ
の
折
り
に
勘
太
夫
が
寺
社
奉
行
へ

上
申
し
た
書
上
の
一
部
で
あ
る
。

「
御
公
儀
様
6
被
為
仰
付
候
而
関
八
州
支
配
下
之
者
共
不
残
吟
味
仕
当
七
月
廿

七

日
二
判
形
取
候
証
文
共
、
段
々
被
極
御
吟
味
、
去
る
九
月
十
八
日
　
御
奉
行

坂
本
内
記
様
・
本
多
淡
路
守
様
於
御
前
杉
井
大
隅
・
同
因
幡
・
菊
川
伯
書
・
正

木
織
部
右
四
人
勘
太
夫
被
召
出
、
幸
松
勘
太
夫
義
者
代
々
舞
太
夫
家
二
而
何
も

両
部
神
道
之
神
道
二
而
仕
来
ル
也
、
陰
陽
師
家
者
唯
一
神
道
也
、
然
者
八
州
支

配
之
者
共
ハ
代
々
舞
太
夫
家
之
証
文
共
也
、
其
上
　
権
現
様
冶
御
朱
印
頂
戴
仕

候
者
二
候
事
、
前
々
　
寺
社
御
奉
行
様
御
裁
許
状
持
来
候
処
明
白
也
、
此
度
如

先
規
舞
太
夫
梓
神
子
支
配
古
来
之
通
二
可
仕
之
旨
御
裁
許
之
上
於
御
前
家
職
書

御
取
替
罷
極
、
舞
太
夫
梓
神
子
之
義
古
来
6
仕
来
候
通
何
も
両
部
習
合
之
神
道

二

而
祈
念
幣
吊
等
可
相
勤
旨
被
仰
出
候
、
勿
論
陰
陽
師
家
之
所
作
堅
可
為
停
止

旨
被
為
仰
出
候
処
、
陰
陽
師
方
冶
様
々
紛
鋪
義
申
触
候
、
依
之
十
月
九
日
　
御

公
儀
様
江
罷
出
支
配
下
江
出
候
職
札
書
御
上
読
二
入
候
、
所
々
被
為
聞
召
上
弥

舞
太
夫
梓
神
子
之
義
者
家
職
古
来
●
勤
来
候
通
二
両
部
習
合
之
神
道
二
而
祈
念

幣
吊
等
可
相
勤
之
由
組
中
不
残
申
渡
候
様
二
と
御
意
被
極
候
二
付
、
此
職
札
書

　
　
　
　
　
（
6
）

銘
々
相
渡
者
也
」

　
幸
松
勘
太
夫
に
よ
れ
ば
、
関
八
州
の
芸
能
者
は
元
来
よ
り
勘
太
夫
支
配
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
認
め
た
家
康
の
朱
印
状
が
出
さ
れ
て
お
り
、
寺
社
奉
行
の
裁
許
状
で
も

許
可
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
舞
太
夫
・
梓
神
子
は
、
両
部
習
合
神
道
流
の
祈
念
幣
吊

を
勤
め
て
き
た
が
、
陰
陽
師
の
唯
一
神
道
と
は
異
な
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
陰
陽
師
が
、
舞
太
夫
の
こ
と
を
寺
社
奉
行
に
訴
え
、

吟
味
が
行
わ
れ
た
。
同
年
三
月
に
頭
役
幸
松
勘
太
夫
は
、
誤
証
文
を
寺
社
奉
行
に
提

出
し
た
。
元
禄
八
年
に
も
両
者
の
争
論
が
お
こ
り
、
幸
松
勘
太
夫
は
訴
訟
に
敗
れ
、

寺
社
奉
行
へ
再
び
誤
証
文
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
舞
太
夫
と
陰
陽
師
と

の
争
論
は
や
む
こ
と
は
な
く
、
同
年
八
月
に
幸
松
勘
太
夫
は
追
放
と
な
っ
た
。
こ
の

時
の
争
論
で
寺
社
奉
行
は
、
陰
陽
師
、
舞
太
夫
の
職
札
改
め
を
実
施
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
陰
陽
師
の
家
職
書
、
舞
太
夫
の
家
職
書
を
引
用
す
る
。

「陰
陽
士
家
業
　
元
禄
八
乙
亥
八
月
十
八
日
能
登
守
宅
改
之

　
一
、
判
は
ん
じ
諸
事
占
方
之
事

　
一
、
神
道
行
事
一
切
之
祈
祷
之
事

　
一
、
地
祭
家
堅
五
穀
之
祭
之
事

　
一
、
四
季
之
祓
荒
神
祓
並
札
守
之
事

　
一
、
暦
年
笠
配
候
事

　
一
、
秘
符
ま
し
な
い
矢
除
守
之
事

　
一
、
日
暦
十
二
神
之
札
並
神
馬
札
之
事
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千
寿
万
歳
之
事

右
、
従
古
来
職
候
、
其
外
於
所
々
神
事
祭
礼
幣
吊
等
神
市
之
職
二
付
、
貞
享
元

子
十

月
書
付
差
上
之
、
弥
舞
太
夫
家
業
二
紛
敷
由
仕
間
敷
旨
証
文
差
上
之

右
、
土
御
門
殿
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
川
右
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
斎
宮
」
（
傍
線
、
林
）

「舞
太
夫
職
　
　
前
同
前

　
一
、
大
黒
之
像
前
々
6
配
来
候
事

　
一
、
獅
々
面
を
持
在
々
二
而
釜
の
毒
払
申
候
事

　
一
、
祭
礼
之
宮
こ
て
舞
音
曲
勤
来
候
事

　
一
、
月
待
日
待
之
時
幣
吊
を
数
珠
錫
杖
を
持
祈
祷
を
仕
並
御
符
守
出
シ
来
候
、

　
　
　
い
つ
れ
も
習
合
之
神
道
相
勤
候
事

梓
女
職

　
一
、
紙
に
て
青
す
ふ
と
申
置
な
か
ら
を
切
釜
の
む
か
ひ
に
は
り
釜
を
払
ひ

　
　
　
候
事

　
一
、
絵
馬
申
猿
馬
を
引
候
絵
正
月
配
候
事

　
一
、
珠
数
占
死
人
の
口
寄
を
勤
候
事

右
、
七
ケ
条
貞
享
元
年
子
九
月
十
八
日
奉
行
所
江
幸
松
勘
太
夫
書
之
、
従
古
来

勤
来
候
由
、
弥
七
ケ
条
之
通
二
梓
女
自
分
ハ
不
及
申
支
配
下
迄
急
度
可
相
守
之

職
札
之
由
自
今
ハ
出
候
時
節
之
年
号
月
日
記
之
、
尤
陰
陽
家
二
紛
敷
作
業
仕
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

敷
段
幸
松
勘
太
夫
証
文
差
上
之
」

　
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
八
月
十
八
日
に
寺
社
奉
行
戸
田
能
登
守
忠
真
の
所
で
、

陰
陽
師
、
舞
太
夫
の
家
職
の
改
め
が
行
わ
れ
て
、
陰
陽
師
、
舞
太
夫
と
も
二
度
と
紛

ら
わ
し
き
こ
と
を
行
わ
な
い
こ
と
を
誓
い
、
証
文
を
提
出
し
た
。
双
方
の
職
札
は
、

貞
享
元
年
の
裁
許
の
時
点
で
寺
社
奉
行
に
提
出
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て

お
り
、
寺
社
奉
行
は
双
方
の
職
札
を
再
確
認
し
た
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
神

事
祭
礼
幣
吊
な
ど
は
神
市
の
家
職
で
あ
り
、
神
市
は
陰
陽
師
配
下
で
あ
る
と
い
う
の

が
、
土
御
門
家
江
戸
役
所
の
立
場
で
あ
っ
た
。
土
御
門
家
江
戸
役
所
は
、
勘
太
夫
配

下

の
梓
女

は
口
寄
せ
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
神
事
祭
礼
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
な

い

は
ず
で
あ
り
、
も
し
神
事
祭
礼
に
関
わ
る
な
ら
ば
、
土
御
門
家
配
下
の
神
市
に
な

る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
元
禄
九

年
に
は
寺
社
奉
行
が
舞
太
夫
の
職
札
を
吟
味
し
、
後
見
役
の
田
村
八
太
夫

に

以
前
の
職
札
を
回
収
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
元
禄
十
五
年
に
夷
願
人
と
の
争
論
が

お

こ
っ
て
、
そ
の
裁
許
で
は
舞
太
夫
の
次
第
書
・
職
書
・
三
枚
の
絵
形
が
承
認
さ
れ

（
9
）

た
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
入
）
に
寺
社
奉
行
は
再
度
舞
太
夫
の
職
札
を
定
め
た
。
こ

の
時
の
書
付
で
は
、
田
村
八
太
夫
は
、
梓
神
子
と
他
家
の
神
子
が
混
雑
し
て
迷
惑
で

あ
る
の
で
、
今
後
は
配
下
の
梓
神
子
に
は
職
分
を
書
い
た
書
付
を
所
持
さ
せ
、
判
形

に
よ
っ
て
改
め
を
行
い
、
混
雑
を
避
け
よ
う
と
思
う
の
で
、
そ
の
旨
を
認
め
て
欲
し

い
と
寺
社
奉
行
に
願
っ
た
。

　
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
菊
池
久
太
夫
が
頭
役
を
相
続
し
幸
松
勘
太
夫
を
名

乗

る
が
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
再
び
陰
陽
師
と
の
争
論
が
あ
っ
て
、
そ
の
結

果
菊
池
久
太
夫
は
、
寺
社
奉
行
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
る
。
代
わ
っ
て
宝
永
五
年
よ
り

田
村
入
太
夫
が
頭
役
と
な
り
、
以
降
、
幕
末
ま
で
舞
太
夫
は
田
村
家
が
相
続
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
見
る
と
、
主
要
な
争
論
は
、
貞
享
元
年
、
元
禄
入
年
、
宝
永

四
年
と
、
少
な
く
と
も
三
回
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
二
回
は
、

舞
太
夫
頭
の
追
放
、
罷
免
と
い
う
処
罰
で
終
結
し
て
お
り
、
寺
社
奉
行
は
、
陰
陽
師

に
有
利
な
裁
許
を
出
し
て
き
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
元
禄
十
三
年
、
享

保
十
六
年
と
陰
陽
師
が
、
舞
太
夫
を
出
訴
し
た
時
に
は
、
寺
社
奉
行
は
陰
陽
師
の
訴

え
を
斥
け
た
。
舞
太
夫
・
梓
神
子
の
家
職
書
が
整
う
の
に
し
た
が
い
、
寺
社
奉
行
は

陰
陽
師
優
遇
策
を
見
直
し
は
じ
め
た
。

　

元
禄
九
年
四
月
に
舞
太
夫
は
、
寺
社
奉
行
に
神
子
勤
方
を
上
申
し
、
そ
れ
を
認
め

る
よ
う
に
願
い
出
た
。
先
述
の
通
り
、
同
年
五
月
に
寺
社
奉
行
は
、
田
村
八
太
夫
に
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幸
松
勘
太
夫
時
代
の
職
札
回
収
を
命
じ
た
。
同
年
十
一
月
に
寺
社
奉
行
は
、
梓
神
子

勤
方
を
加
え
る
こ
と
の
許
可
を
下
し
た
。
発
給
の
年
月
か
ら
見
て
、
史
料
十
三
が
、

こ
の
時
の
梓
神
子
勤
方
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。

「

　
覚

一

、
於
　
関
東
梓
神
子
職

分
明
二
可
相
勤
、
若
此
判

鏡

ヲ
不
持
者
梓
職
仕
候
ハ
ハ

可
令
停
止
者
也

元
禄
拾
年
丁
丑
八
月
日

幸
松
跡
目
さ
ん

同同同同手
断断断断代

　
　
印

田
村
八
太
夫

賀
生
和
泉

斎
藤
主
殿

坂
井
加
兵
衛

萩
原
右
京

　
　
（
1
0
）

右
者
梓
神
子
職
法
差
免
し
候
、
役
人
連
印
名
前
為
覚
相
印
置
者
也
」

Erl　Erl　Erl　Erl　｝…P

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
許
状
を
発
給
し
て
い
る
の
が
、
幸
松
勘
太
夫
で

は
な
く
、
幸
松
さ
ん
で
あ
る
点
で
あ
る
。
幸
松
家
の
女
性
が
、
梓
神
子
の
統
括
者
と

し
て
名
前
を
出
し
て
い
る
。

　
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
五
月
九
日
に
寺
社
奉
行
は
梓
神
子
職
書
を
認
め
た
が
、

そ
れ
は
正
式
に
田
村
家
配
下
に
お
け
る
梓
神
子
支
配
を
許
可
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い

た
。
同
十
三
年
に
陰
陽
師
が
、
舞
太
夫
を
梓
神
子
の
件
で
出
訴
し
た
が
、
寺
社
奉

行
が
出
訴
を
却
下
し
た
。
お
そ
ら
く
す
で
に
梓
神
子
職
書
が
、
寺
社
奉
行
に
よ
っ
て

公
認

さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
夷
願
人
と
の
争
論
の
折
り
の
寺
社
奉
行
裁
許
状
で
は
、

　
「
舞
太
夫
」
が
「
神
事
舞
太
夫
」
と
な
り
、
「
梓
女
」
が
「
梓
神
子
」
と
な
っ
た
点

が
決
定
的
な
相
違
点
で
あ
る
。
梓
神
子
職
書
は
、
正
徳
元
年
に
寺
社
奉
行
で
吟
味
さ

れ
、
さ
ら
に
同
三
年
正
月
十
入
日
に
寺
社
奉
行
に
よ
っ
て
田
村
家
へ
、

な
梓
神
子
法
例
と
し
て
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

以
下
の

よ
う

「　
梓
神
子
法
例

一

、
諸
国
散
在
之
梓
神
子
如
伝
来
、
初
勤
諸
神
勧
請
、
次
家
法
之
梓
致
執
行
、

勿
論
神
差
帰
上
之
法
式
並
荒
神
鎮
座
之
祓
及
幣
吊
等
以
習
合
神
道
二
而
壇
中
之

諸
祈
祷
可
相
勤
之
者
也
、
若
於
国
々
紛
敷
梓
神
子
於
致
俳
徊
者
以
此
判
形
而
相

改
堅
可
停
止
事

　
　
右
書
附
之
趣
厳
密
可
相
守
之
　
、
若
以
新
法
他
職
而
乱
家
法
者
有
之
者
、

急
度
可
為
越
度
者
也

正
徳
三
癸
巳
暦
正
月
十
入
日
　
　
　
　
　
　
　
舞
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
八
太
夫
　
印

寺
社

　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
御
奉
行
様
」

　
舞
太
夫
の
家
職
に
、
こ
の
梓
神
子
法
例
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、

舞
太
夫
の
教
団
が
、
梓
神
子
を
ふ
く
む
教
団
と
し
て
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

陰
陽
師
と
の
争
論
を
く
り
返
し
な
が
ら
舞
太
夫
教
団
は
、
組
織
の
結
合
を
強
め
て
き

た
。
梓
神
子
所
属
に
つ
い
て
の
陰
陽
師
に
よ
る
出
訴
は
き
び
し
く
、
そ
れ
と
の
対
決

を
通
じ
て
舞
太
夫
は
梓
神
子
を
組
み
込
ん
だ
教
団
形
成
に
尽
力
し
た
。
寺
社
奉
行
か

ら
の
許
可
を
得
て
、
舞
太
夫
、
梓
神
子
は
神
事
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
言
う
と
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
は
、
舞
太
夫
教
団
に
と
っ

て

画
期
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

　
吉
田
家
の
神
職
支
配
、
土
御
門
家
の
陰
陽
師
支
配
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
烏
帽
子
、

布
衣
な
ど
を
着
し
て
神
事
を
行
う
こ
と
が
、
標
準
形
と
し
て
普
及
し
、
神
事
を
見
る

人
々

の
通
念
を
も
形
成
し
た
。
舞
太
夫
、
夷
願
人
も
神
職
の
衣
裳
を
身
に
つ
い
て
活

動

し
よ
う
と
し
た
が
、
家
職
書
に
そ
の
記
述
が
な
く
、
い
た
し
か
た
な
く
無
断
で
神
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職
の
衣
裳
を
着
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
争
論
の
火
種
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　
吉
田
家
、
土
御
門
家
の
よ
う
な
公
家
で
あ
る
な
ら
ば
、
門
弟
に
烏
帽
子
、
衣
装
を

許
可
す
る
こ
と
を
で
き
る
が
、
勘
太
夫
、
夷
願
人
頭
の
西
村
太
郎
兵
衛
の
場
合
に
は
、

配
下

に
衣
裳
を
許
す
こ
と
は
無
条
件
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
寺
社
奉

行

に
よ
る
許
可
が
必
要
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
十
一
年
二
月
二
十
二
日
に

寺
社
奉
行
は
、
田
村
八
太
夫
に
衣
裳
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
神

事
を
行
う
場
合
に
舞
太
夫
は
、
正
式
に
布
衣
を
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
教
団
の
形
成

　
元
禄
年
間
か
ら
正
徳
三
年
ま
で
夷
願
人
、
陰
陽
師
と
の
争
論
を
く
り
返
し
な
が
ら

神
事
舞
太
夫
教
団
は
、
組
織
の
結
合
を
強
め
て
き
た
。
梓
神
子
所
属
に
つ
い
て
の
陰

陽
師
か
ら
の
出
訴
は
き
び
し
く
、
そ
れ
と
の
対
決
を
通
じ
て
神
事
舞
太
夫
は
梓
神
子

を
組
み
込
ん
だ
教
団
形
成
に
尽
力
し
た
。
寺
社
奉
行
か
ら
の
許
可
を
得
て
、
神
事
舞

太
夫
、
梓
神
子
は
神
事
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
言

う
と
、
正
徳
三
年
は
、
神
事
舞
太
夫
教
団
に
と
っ
て
画
期
で
あ
っ
た
。

　
夷
願
人
に
対
し
て
は
、
神
事
舞
太
夫
側
が
強
気
で
、
夷
願
人
の
神
事
を
執
拗
に
と

が
め

た
。
他
方
で
陰
陽
師
に
対
し
て
は
、
陰
陽
師
が
有
利
で
あ
っ
て
、
梓
神
子
に
よ

る
神
事
祭
礼
の
停
止
を
求
め
て
き
た
。
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、
神
事
執
行
が
争
論
の

か

な
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
吉
田
家
の
神
職
支
配
、
土
御
門
家
の
陰
陽

師
支
配
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
■
帽
子
、
布
衣
な
ど
を
着
し
て
神
事
を
行
う
こ
と
が
、

流
行

し
、
共
通
の
通
念
に
な
っ
た
。
神
事
舞
太
夫
、
夷
願
人
も
神
職
の
衣
裳
を
身
に

つ
い
て

活
動
し
よ
う
と
し
た
が
、
家
職
書
に
そ
の
記
述
が
な
く
、
い
た
し
か
た
な
く

黙
っ
て
神
職
の
衣
裳
を
着
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
争
論
の
火
種
に
な
っ
た
。
夷
願
人

は
、
神
事
舞
太
夫
に
責
め
立
て
ら
れ
、
神
事
舞
太
夫
は
、
陰
陽
師
に
出
訴
さ
れ
た
の

で

あ
っ
た
。
正
徳
三
年
の
寺
社
奉
行
裁
許
の
前
後
に
、
神
事
舞
太
夫
教
団
は
組
織
の

体
制
を
と
と
の
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
関
連
す
る
事
項
を
二
点
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
に
、
神
職
の
衣
裳
で
あ
る
。
吉
田
家
、
土
御
門
家
の
よ
う
な
公
家
で
あ
る
な

ら
ば
、
門
弟
に
■
帽
子
、
狩
衣
を
許
可
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
幸
松
勘
太
夫
、
夷

願
人
頭
の

西
村
太
郎
兵
衛
の
場
合
に
は
、
配
下
に
衣
裳
を
許
す
こ
と
は
無
条
件
に
は

で
き
な
か
っ
た
。
寺
社
奉
行
に
よ
る
許
可
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
享
保
十
一
年
二
月
二
十
二
日
に
寺
社
奉
行
は
、
田
村
八
太
夫
に
衣
裳
の
こ
と
を

指
示
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
神
事
を
行
う
場
合
に
神
事
舞
太
夫
は
、
布
衣
を
着

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
田
村
八
太
夫
は
、
神
事
舞
太
夫
、
梓
神
子
が
「
平
人
」
、
お
よ
び
他
の

系
列
の
宗
教
者
と
婚
姻
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
と
く
に
神
事
舞
太
夫
の
娘
が
、

夷
願
人
や
陰
陽
師
の
と
こ
ろ
に
嫁
ぐ
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　
神
事
舞
太
夫
教
団
は
、
寺
社
奉
行
の
行
政
命
令
を
直
接
に
仰
ぎ
な
が
ら
、
排
他
的

な
組
織
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
「
神
事
舞
太
夫
」
・
「
梓
神
子
」
と
い
う
名
称
変
更
、

神
職
の
衣
裳
は
、
神
職
と
し
て
の
自
覚
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
同
業
者
内
部
の

婚
姻
強
制
は
、
神
事
舞
太
夫
が
、
居
住
し
て
い
る
村
よ
り
も
、
神
事
舞
太
夫
の
同
業

者
の
仲
間
の
方
が
一
層
重
大
で
、
か
た
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
神
事
舞
太
夫
教
団
は
、
信
濃
国
、
関
八
州
に
ひ
ろ
く
配
下
を
拡
大
し
、
宗
教
者
、

芸
能
者
に
は
多
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
規
模
の
一
端

を
し
め
す
表
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
寛
政
年
間
の
史
料
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
に
も
と
づ
き
国
別
に
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
神
子
の
類
型
に
つ
い
て

　
神
田
よ
り
子
に
よ
る
と
、
東
北
地
方
の
神
子
は
、
師
匠
の
家
で
、
幼
い
頃
か
ら
下

積
み
の
生
活
を
送
り
、
神
子
の
技
術
、
知
識
を
伝
授
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
後
に
独
立

し
た
神
子
に
な
っ
て
い
く
過
程
が
あ
る
。
神
子
は
、
自
ら
の
檀
那
場
を
も
っ
て
活
動
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を
営
み
、
男
性
の
修
験
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
自
立
し
た
存
在
と
し
て
振
舞
う
。

排
仏
殴
釈
、
修
験
道
禁
止
令
以
降
、
修
験
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
中
、
む

し
ろ
神
子
は
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
て
、
年
中
行
事
や
芸
能
を
引
き
受
け
て
、

勢
力
を
伸
張
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
筆
者
が
研
究

し
て
き
た
土
御
門
家
の
陰
陽
師
支
配
で
は
、
神
子
も
い
る
は
ず
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

史
料
の
上
で
明
確
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
陰
陽
師
勤
職
に
は
、
神
子
が
、

神
を
迎
え
て
、
神
を
帰
す
よ
う
な
儀
礼
を
行
う
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は

不
明
で
あ
る
。
神
子
が
い
た
と
し
て
も
、
陰
陽
師
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
土
御
門
家

の

側
か
ら
、
営
業
に
要
す
る
必
要
な
修
練
や
伝
授
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
供
給
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
簡
略
し
た
神
事
や
配
札
が
、
土
御
門
家
配
下

の
神
子
の
活
動
の
実
態
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

田
村
八
太
夫
が
支
配
し
て
き
た
関
東
の
梓
神
子
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
を
も

つ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
注
意
を
要
す
る
の
は
、
田
村
支
配
の
配
下
で
あ
っ
て
も
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

域
差
が
大

き
く
あ
り
、
信
濃
国
の
「
の
の
ー
」
と
呼
ば
れ
る
神
子
と
、
江
戸
市
中
や

武
蔵
国
で
活
動
し
て
い
た
神
子
が
、
同
様
な
活
動
形
態
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

信
濃
国
で
は
、
神
事
舞
太
夫
と
梓
神
子
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
み
、
各
地
の
檀
那
場

を
歩
き
回
り
、
活
動
を
行
う
。
檀
那
か
ら
は
、
幼
い
女
の
子
を
貰
い
子
し
て
預
か
る

こ
と
も
多
く
、
神
子
に
育
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
の
梓
神
子
は
、
東
北
地
方

の
神
子
の
よ
う
な
単
独
で
活
動
し
、
自
ら
の
檀
那
場
を
保
有
す
る
存
在
で
は
な
く
、

あ
る
ま
で
男
性
を
頂
点
に
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
部
隊
に
属
し
て
、
集
団
的
な
営
業
に
参

加
す
る
神
子
な
の
で
あ
る
。
借
り
の
親
で
あ
る
家
で
育
て
ら
れ
、
そ
こ
で
職
業
訓
練

を
う
け
て
、
一
人
前
に
成
長
し
て
い
く
。
生
活
を
と
も
に
し
て
訓
練
と
伝
授
が
あ
る

点
で
、
東
北
地
方
の
神
子
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
神
事
舞
太
夫
と
の
結
婚

が
運
命
づ
け
ら
れ
て
、
男
性
に
管
轄
さ
れ
て
い
た
点
で
異
な
っ
て
い
た
。

　
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
四
月
十
一
日
付
け
で
、
田
村
家
役
人
の
本
庄
内
記
が
寺

社
奉
行
宛
に
提
出
し
た
一
札
に
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
習
合
神
道
神
差
帰
上
法
式
、
神
託
、
笹
祓
勤
方
之
儀
、
初
二
清
之
児
文
を
唱
、

弊
持
、
神
降
之
神
歌
同
祓
修
行
仕
候
得
者
、
其
病
人
之
氏
神
並
家
内
之
慈
神
等

之
託
御
座
候
而
、
其
後
病
人
之
崇
り
障
り
生
霊
死
霊
障
擬
出
候
而
、

之
恨
夫
々
告
候
義
二
御
座
候
、
其
上
願
主
之
任
願
、
右
除
祈
願
仕
候
、

り
勤
方
往
古
よ
り
に
今
至
迄
職
道
秘
法
二
御
座
候
、
尤
梓
神
子
之
義
者
、 何

之
崇
何

　
右
之
通

　
　
七
才

呑

十
三
才
迄
寒
行
仕
、
其
上
伝
授
い
た
し
候
二
付
、

而
他
職
江
縁
付
之
義
者
厳
敷
相
停
止
候
掟
二
御
座
候
、

組
仕
候
節
者
、
頭
方
よ
り
御
訴
訟
申
上
候
得
者
取
戻
し
被
仰
付
候
先
例
二
御
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

候
、
此
段
少
も
相
違
無
御
座
候
」
（
傍
線
、
林
）

縁
組
之
義
者
一
派
之
外
決

　
万
一
支
配
頭
江
差
隠
縁

　
梓
神
子
が
行
う
笹
祓
の
法
式
で
は
、
初
め
に
清
め
の
た
め
の
呪
文
を
唱
え
、
神
を

降
ろ
す
神
歌
を
歌
い
、
祓
い
を
行
な
う
と
、
病
人
の
氏
神
、
家
の
慈
神
が
託
宣
を
し

て
、
崇
り
、
障
り
、
生
霊
、
死
霊
の
障
擬
が
判
明
し
て
、
何
の
崇
り
、
恨
み
で
あ
る

と
告
げ
て
、
そ
れ
を
除
く
た
め
の
祈
願
を
行
う
と
あ
る
。
崇
り
、
恨
み
で
あ
る
と
告

げ
る
の
は
、
氏
神
、
慈
神
で
あ
る
の
か
、
生
霊
、
死
霊
で
あ
る
の
か
が
不
明
瞭
で
は

あ
る
。
崇
り
、
恨
み
↓
生
霊
、
死
霊
の
障
擬
↓
病
気
↓
梓
神
子
に
よ
る
祈
願
↓
氏
神
、

慈
神
に
よ
る
病
因
の
除
去
、
と
い
う
物
語
の
過
程
を
と
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
つ

て

梓
神
子
は
、
も
っ
ぱ
ら
口
寄
せ
を
業
と
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
笹
祓
と

い
う
病
気
治
療
の
祈
祷
法
を
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
梓
神
子
は
、
七
才
か
ら
十
三
才
ま
で
の
間
に
寒
行
を
行
う
修
行
期
間
が
あ
る
こ
と

が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
見
習
い
期
間
を
経
て
、
一
人
前
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
結

婚
相
手
は
他
職
の
宗
教
者
で
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
万
一
そ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

な
ら
ば
、
頭
役
が
寺
社
奉
行
に
上
訴
す
る
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
神
事
舞
太
夫

と
梓
神
子
が
夫
婦
と
な
る
仕
組
み
が
、
再
生
産
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
神
事
舞
太

夫
に
つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。

「
男
女
成
長
之
上
家
法
行
事
致
伝
受
、
神
事
舞
太
夫
職
為
相
勤
可
申
候
、
尤
手
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跡
・
神
学
者
不
及
申
、
儒
学
等
至
迄
為
心
掛
ケ
相
仕
込
可
申
候
、
万
一
助
職
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

兼
職
等
為
職
候
者
、
医
道
ハ
勿
論
表
向
二
不
相
振
二
小
細
工
者
不
差
事
」

　
こ
こ
で
は
男
性
の
神
事
舞
太
夫
も
見
習
い
期
間
を
経
て
、
家
法
行
事
を
伝
授
さ
れ

る
と
あ
る
。
た
だ
し
手
跡
や
神
学
の
み
な
ら
ず
、
儒
学
を
心
が
け
て
学
ぶ
よ
う
に
勧

め

ら
れ
て
い
る
。
助
職
・
兼
職
を
行
う
場
合
で
も
、
医
道
が
表
向
き
は
で
き
な
い
と

あ
る
。
女
性
と
比
べ
る
と
、
男
性
に
は
教
養
・
学
問
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て

い

る
。
女
性
は
生
霊
・
悪
霊
の
祓
い
を
行
う
の
に
対
し
て
、
男
性
は
教
養
が
必

要

と
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
格
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
神
事
舞
太
夫
が
、
梓

神
子
と
同
様
に
儀
礼
や
配
札
を
行
っ
て
い
た
が
、
世
間
と
の
交
渉
や
訴
訟
の
面
で
は
、

読
み

書
き
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
吉
田
家
や
土
御
門
家
と
の
訴
訟
が
頻

発

し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
相
手
の
神
学
を
知
っ
て
お
く
必
要
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　
武
蔵
国
で
活
動
し
て
い
た
神
事
舞
太
夫
の
石
山
家
の
文
書
に
は
、
「
取
子
覚
帳
」
（
天

保
六
年
）
と
い
う
冊
子
が
あ
る
。
各
地
の
村
か
ら
、
貰
い
受
け
る
予
定
の
子
供
の
年

齢

と
、
貰
い
受
け
る
時
期
が
備
忘
録
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
男
子
も
女
子
も
記
さ

れ
て

お
り
、
石
山
家
は
、
積
極
的
に
取
子
を
行
い
、
養
子
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
幼
子
を
貰
っ
て
き
て
、
自
分
の
家
で
育
て
て
、
一
人
前
の
神
事
舞
太
夫
、
梓
神

子
に
仕
立
て
る
の
で
あ
る
。

　
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
に
は
、
田
村
家
は
、
本
山
派
修
験
と
そ
の
妻
を
訴
え
て

い

た
。
妻
が
、
「
さ
さ
は
た
き
」
と
い
う
看
板
を
出
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

笹
祓
は
、
田
村
家
配
下
の
梓
神
子
の
み
に
許
さ
れ
た
特
権
で
あ
る
こ
と
を
強
く
打
ち

出
し
て
い
る
。
そ
の
修
験
が
住
む
亀
戸
町
の
町
役
人
が
、
内
済
を
申
し
込
ん
だ
折
の

一
札
で
あ
る
。

「
差
上
申
一
札
之
事

一

、
此
度
当
町
本
山
派
修
験
三
乗
院
儀
さ
さ
は
た
き
と
申
看
板
差
出
妻
ミ
ち
こ

右
職
為
致
候
二
付
、
御
一
派
梓
神
子
二
紛
敷
勤
方
故
、
三
乗
院
江
御
掛
合
御
座

候
処
同
人
相
答
候
者
、
吉
田
殿
免
許
請
候
故
看
板
差
出
、
右
職
相
勤
候
由
申
之

候
二
付
、
右
候
而
者
第
一
混
雑
二
相
成
殊
二
吉
田
家
二
さ
さ
は
た
き
と
申
儀
ハ

有
之
間
敷
、
猶
更
本
山
派
妻
二
而
右
体
之
職
致
候
筋
決
而
無
之
旨
二
而
、
触
頭

大
行
院
江
御
掛
合
之
上
、
既
二
御
出
訴
こ
も
可
被
成
処
、
私
共
立
入
、
三
乗
院

江
も
掛
合
候
処
、
是
迄
始
末
心
得
違
之
旨
申
之
候
間
、
以
来
看
板
差
出
候
者
勿

論
、
右
体
之
職
決
而
為
致
間
敷
候
、
依
之
為
後
日
取
扱
人
一
同
連
印
証
文
差
上

申
処
、
伍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
戸
町
家
持
　
甚
助
　
　
　
印

文
政
四
巳
年
五
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
吉
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
兵
衛
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
右
衛
門
　
印

田
村
様

　
御
役
所

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
御
役
人
衆
中
」

　
本
山
派
修
験
の
三
乗
院
の
妻
の
ミ
チ
は
、
吉
田
家
よ
り
免
許
状
を
受
け
て
、
「
さ

さ
は
た
き
」
と
い
う
看
板
を
か
け
て
商
売
を
行
っ
て
い
た
。
神
事
舞
大
夫
は
、
さ
さ

は
た
き
は
田
村
家
配
下
の
梓
神
子
の
み
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
特
権
で
あ
り
、
ミ
チ

の
看
板
を
は
ず
す
よ
う
に
訴
え
た
。
こ
こ
で
は
、
「
さ
さ
は
た
き
」
が
吉
田
家
の
法

式
で
も
本
山
派
の
法
式
で
も
な
い
と
あ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ミ
チ
は
、

見

よ
う
見
真
似
で
「
さ
さ
は
た
き
」
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
夫
が
本

山
派
修
験
で
あ
り
な
が
ら
も
、
妻
が
吉
田
家
の
許
状
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
当
事

者
に
は
不
都
合
な
こ
と
で
は
な
く
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
田
村
家
配
下
で

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
自
体
が
絶
対
に
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
田
村
家

配
下

を
除
く
と
、
三
乗
院
、
ミ
チ
の
よ
う
な
夫
婦
は
、
む
し
ろ
常
態
で
は
な
か
っ
た

の

で

は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
本
山
・
本
所
・
頭
は
、
配
下
の
家
族
構
成
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ま
で
に
干
渉
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ

る
。

　
神
子
の
類
型
を
行
う
場
合
に
指
標
と
し
て
、
①
神
子

を
一
人
前
に
育
て
上
げ
る
再
生
産
の
仕
組
み
、
②
活
動

内
容
、
③
檀
那
場
の
保
有
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
な
か
で
、
①
の
再
生
産
の
仕
組
み
は
、
き
わ
め
て

重
大
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

本
山
・
本
所
・
頭
が
、
神
子
の
再
生
産
に
向
け
て
、

修
練
の
プ

ロ

グ

ラ
ム
、
知
識
の
伝
授
を
行
っ
て
い
た
か

ど
う
か
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
ミ
チ
の
場
合
に
は
、
「
さ

さ
は
た
き
」
は
本
山
派
、
吉
田
家
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も

の

で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
近
在
に
い
た

梓
神
子
の
活
動
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
始
め
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
か
ら
、
田
村
家
配
下
に
発
見
さ

れ

て
、
寺
社
奉
行
へ
訴
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
が

研
究

を
し
て
き
た
土
御
門
家
配
下
の
事
例
も
、
ミ
チ
に

似
て

い

る
。
本
所
で
あ
る
土
御
門
家
は
、
配
下
に
対
し
て
、

知
識
や
作
法
の
伝
授
を
提
供
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
免

許
状
を
与
え
て
、
営
業
権
を
保
証
す
る
こ
と
の
方
が
多

か

っ

た
。
そ
の
場
合
陰
陽
師
は
、
自
ら
の
つ
て
を
使
っ
て
親
や
地
域
の
同
職
者
か
ら

知
識
や
作
法
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
北
の
神
子
や
田
村
家
配
下
の
梓

神
子
は
、
師
匠
の
家
に
住
み
込
み
、
作
法
を
叩
き
込
ま
れ
て
、
一
人
前
に
な
る
た
め

訓

練
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
の
方
が
、
よ
り
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
、
よ
り
高
度
な

技
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
田
村
家
は
、
自
分
の
と
こ
ろ

で
育
て
た
梓
神
子
が
、
他
職
の
宗
教
者
と
結
婚
す
る
こ
と
も
、
奉
公
勤
め
を
行
う
こ

と
も
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
東
北
の
神
子
が
、
自
ら
の
檀
那
場
を
持
っ
て
い

た
の
に
対
し
て
、
梓
神
子
は
、
男
性
の
も
と
で
統
率
さ
れ
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
ん

東北の神子 田村家の梓神子 ミチ

再生産の仕組み 師匠家で修練、伝

授

取子となり、見習い

で修練、伝授

自ら修得

活動 年中行事、芸能

おしら遊び

笹祓、口寄せ ささはたき

檀那場 自ら所有 神事舞太夫と共有 不特定の顧客

で
集
団
で
営
業
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
神
子
を
考
察
す
る
場
合
に
、
地
域
性
の
違
い
と
再
生
産
の
仕
組
み

を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
て
摘
筆
す
る
。

註（
1
）
　
神
田
よ
り
子
『
神
子
と
修
験
の
宗
教
民
俗
学
的
研
究
』
（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）

（
2
）
　
西
田
か
ほ
る
「
神
子
」
（
『
民
間
に
生
き
る
宗
教
者
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
3
）
　
同
上

（
4
）
　
神
田
よ
り
子
「
近
世
期
修
験
道
に
見
る
巫
女
の
宗
教
儀
礼
」
（
『
宗
教
と
儀
礼
』
ハ
ン
シ
ン
大

　
　
学
、
二
〇
〇
五
年
）

（
5
）
　
林
淳
「
神
事
舞
太
夫
の
家
職
争
論
」
（
『
人
間
文
化
』
十
八
号
、
二
〇
〇
三
年
）
、
同
『
近
世

　
　
陰
陽
道
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
、
H
部
一
章
、
同
「
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
と

　
　
諸
宗
教
者
の
世
界
の
変
貌
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
論
文
と
内

　
　
容
的
に
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
6
）
　
「
神
事
舞
太
夫
共
由
緒
写
」
（
国
学
院
大
学
黒
川
文
庫
）

（
7
）
　
「
諸
宗
便
覧
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）

（
8
）
　
同
上

（
9
）
　
石
山
家
文
書
（
所
沢
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
L
1
－
1
1
1
1
2
5
6

（
1
0
）
同
上

（
H
）
　
同
上

（
1
2
）
　
長
岡
克
衛
「
『
の
の
ー
』
巫
女
の
研
究
」
（
『
信
濃
』
1
0
巻
1
2
号
、
一
九
五
八
年
）
、
中
野
洋
平

　
　
「
近
世
信
濃
国
に
お
け
る
神
事
舞
太
夫
・
梓
神
子
組
織
の
展
開
」
（
日
本
民
俗
学
会
大
会
で
の
発

　

表
資
料
、
二
〇
〇
四
年
）

（
1
3
）
　
註
（
5
）
に
挙
げ
た
書
物

（
1
4
）
　
註
（
1
2
）
の
長
岡
論
文

（
1
5
）
　
石
山
家
文
書
L
3
－
3
1
1
4
3
8

（
1
6
）
同
上

（
1
7
）
　
石
山
家
文
書
L
l
－
1
2
－
4
2
5

［付
記
］
　
本
稿
の
着
想
は
、
神
子
研
究
会
で
の
発
表
、
議
論
か
ら
多
く
を
得
て
い
る
。
参
加
し
て
い

　

る
方
々
、
と
り
わ
け
神
田
よ
り
子
氏
と
西
田
か
ほ
る
氏
に
は
、
深
謝
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ

　

る
。
ま
た
石
山
家
文
書
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
所
沢
市
教
育
委
員
会
の
方
々
に
ご
配
慮
い
た
だ

　

き
ま
し
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（愛
知
学
院
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
七
年
九
月
十
四
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
八
日
審
査
終
了
）

51



皿　上野国

村・町名 軒数

木崎宿 3

入金井村 1

新田入泉村 3

大原村 2

朝見台村 5

如来堂村 4

赤堀村 2

高崎新田 3

南町 2

箕輪村 1

高崎新町 2

玉村 1

前橋領縄手村 1

郷原村 2

冨岡村 4

一 ノ宮村 1

吉井宿 3

小野村 1

神田村 5

東平井村 1

藤岡宿 1

浄法寺村 4

長沼村 2

〆54

IV　下総国

村・町名 軒数

船橋宿 1

米木村 2

戸上村 2

龍服寺 3

山田村 2

佐倉元町 1

元佐倉村 1

臼井村 1

月見里村 2

岩留村 1

栗山村 1

成田村 1

福田原村 1

麻生村 2

松子村 1

森戸村 1

伊佐部村 1

佐原村 1

小見川村 2

笹川村 4

府馬村 一3

表「舞太夫分布」

平形村 3

浦和宿 1

南部蓮沼村 1

下上尾村 4

元嶋谷木村 1

笠原村 1

種足村 1

吉見今泉村 3

上野村 4

目沼村 2

上新沢村 1

若宮村 1

半沢村 9

八幡山村 1

深谷宿 1

本庄宿 1

三ケ尾村 6

鉢形村 5

奈良梨村 1

妙覚村 1

小用村 1

太豆戸村 1

榛沢村 3

安戸村 1

秩父井上村 7

高坂村 4

坂戸村 1

松山村 1

川越上郷村 3

田波目村 1

身尾野谷村 1

的場村 6

浦和宿 1

与野宿 1

川越蓮慶寺門前 1

藤沢村 3

金子村　　　　　　1 2

膳蔵新田　一一一一「　1

北入曽村 1
一

長谷部新田 1

女影村 2

笠幡村 1

上清戸村 3

川口村 1

諏訪宿村 4

五ケ市宿 旦

二之宮村 1

日野宿 1

〆147
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　第142集2008年3月

1　御府内
村・町名 軒数

神田松永町 1

豊嶋町 1

芝浜松町 1

芝浜松町二丁目 1

金杉二丁目 4

芝三田四丁目 1

北八町堀五町目 1

青山久保町 3

四ツ谷伝馬町三丁目 1

四ツ谷七軒町 1

下谷阪本町一丁目 1

本所亀井戸町 5

〆21

n　武蔵国
村・町名 軒数

品川領二日・五日市村 1

太尾村 2

加瀬村 1

丸子村 1

沼辺村 1

久地村 1

河和村 1

溝口村 1

関村 1

仙泊村 1

神奈川宿 1

伏江領川藤村 1

武州半領平沼村 1

三輪野地村 1

彦成村 1

赤山領長右衛門新田 1

新井新領平形村 1

粕壁宿 1

岩附領尾ケ崎村 1

太田新井村 4

蓮田村 2

根金村 1

戸塚村 2

三ノ輪村 1

千住宿三丁目 1

葛西東小松川村 1

西平井村 1

小岩村 1

鎌田村 1

萩宿 1

並木村 1

八王子村 1
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w　常陸国
村・町名 軒数

下長村 1

牛宿 1

竹原村 1

小鎌古宿 2

小塚村 1

夏瀬村 1

水戸御館下町 1

安店村 1

湊村 1

八女子村 1

香取村 1

佐原村 1

川原子村 1

成沢村 1

小木津村 1

石町 1

手縄村 1

高萩原村 1

足洗村 1

町屋村 2

東上渕村 1

大中村 1

薬屋村 1

西染村 1

天下野村 1

山形村 1

樋沢村 1

松野村 1

西金村 1

部垂村 1

古内宿 1

隠根村 1

小勝村 1

柿岡村 1

神部村 1

臼井村 1

真壁村 1

北條村 1

吉津村 1

下妻町 1

久下田樋口村 2

久下田村 1

馬部村 1

吉野村 1

山田村 1

〆48

53

表　「舞太夫分布」つづき

牛宿 1

久保村 1

樋津場村 1

久留里村 2

北能村 1

本郷村 2

柿木台村 1

関沢村 1

奈野村 2

今馬村 1

市ケ原村 1

仰黒村 1

小原中嶋村 2

六半村 2

木更津宿 1

堀内村 1

市場村 3

森横岸村 2

峯神村 1

佐貫村 1

久保村 2

二間塚村 3

子安村 1

篠郡村 1

木更津村 1

三ケ作村 1

中嶋村 1

勝村 1

姉ケ崎村 3

椎津村 1

佐保村 1

大坪村 1

小田郡村 2

天羽郡萩生村 1

百首村 1

〆79

VI安房国
村・町名 軒数

保田村 1

本郷村 1

佐久間村 2

岡本村 1

飯山村 1

安馬谷村 2

白子村 2

上小原村 1

〆11

鏑木村 1

太田村 1

松崎村 1

八日市場村 1

米倉村 2

笹本村 1

寒川村 1

千葉村 1

向寒川村 1

生実村 1

大部村 1

山崎村 1

鹿野村 2

番所新田 1

馬後村 1

孫子村 1

流山村 1

下高井村 1

天神郷村 2

岩井村 2

高井村 1

宮和田村 1

河原代村 1

〆61

V　上総国
村・町名 軒数

横戸台村 1

大台村 1

横芝村 1

殿部田村 1

小柳村 3

来東村 2

福田原村 1

百首村 1

西野村 1

押尾村 2

福原村 1

幸田村 1

岩熊村 1

万騎村 1

布施村 1

引田村 1

大神村 1

中原村 1

金谷村 3

長南村 1

徳増村 1

佐瀬村 2

高畑村 1



宗源寺村 1

沼間村 1

豆子村 4

下宮田村 1

〆90

X　信濃国
村・町名 軒数

長久保宿 5

芦田原町 4

望月宿 6

松代東條村 2

牧野崎村 3

中野村 1

小泉村 2

祢津村 12

伊勢山村 3

小塚村 5

和子村 7

上田鎌原村 1

岩村田宿 1

坂木宿四ツ谷村 1

御所平村 1

比田井村 3

下中込村 2

〆59

XI甲斐国
村・町名 軒数

山梨郡蔵田村 1

後屋敷村 4

〆5

（注）本表は「支配下人数書」（石山家

文書L1－19－674）を一覧表にした
ものである。

表「舞太夫分布」つづき

竹松村 1

成田村 2

柏坂村 1

大磯村 1

平塚宿 2

曽谷村 2

土屋村 2

片園村 1

藤沢宿 1

八幡新宿 2

塩海村 2

国府新宿 8

鎌倉長谷村 1

愛甲村 3

大畑ケ村 1

白根村 2

七五三引村 2

伊勢原村 1

座間村 3

田代村 1

津久井古屋村 2

岡田村 1

田畑村 3

田村 1

一 ノ宮村 1

円行村 2

四ツ谷葉取向 1

三浦葉山内 3

武井村 1

三浦沼村 1

大津村 4

鎌倉材木座村 1

名越村 1
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珊　下野国

村・町名 軒数

姥ケ谷村

茂手木村

　1ひ一・・｛一．

　1
千本村 1

鳥山村 1

大桶村 1

左良土宿 1

余瀬村 1

大田原村 1

小川村 1

三谷村 1

権木村 1

西方村 2

冨田村 5

佐野中宿 1

今井村 1

犬伏村 1

小友村 5

〆26

D（相模国
村・町名 軒数

小田原新宿 3

古新宿 3

小田原 1

曽我原 1

鍋町 1

万町 1

寺町 1

酒匂村 2

延沢村 3

宮台村 3
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Azusa　Miko　and　Sacred　l）ance　Masters（Sh面imai－dayu）

HA跳sHI　Makoto

　　When　considering　sociohistorical　forms　of　miko　it　is　necessary　to　develop　additional　arguments　drawing　on

the　pioneering　work　ofYbriko　Kanda　and　Kaoru　Nishida．　Nishida　posed　the　fundamental　question　of　why　miko

were　not　af五liated　with　a　particular　head　of　a　reUgious　sect　in　the　Early　Modern　period．　This　question　surprised

researchers　studying　the　occupations　of　religious　practitioners　in　the　Early　Modern　period，　an　area　of　study　that

has　become　popular　since　the　1990s．　Nishida　noted　that“to　have　their　religious　acti亘ties　guaranteed　by　the　sh（ト

gunate，　miko，　who　were　not　af丘liated　with　a　particular　head，　had　to　become　part　of　the　organization　of　a　religious

sect　to　which　their　husband　or　father，　in　other　words，　a　man，　belonged．”She　also　observed　that“in　Early　Modern

society　occupations　were　inhedted　by　households”．　In　contrast，　when　discussing　the　Htuals　of　miko　with　shllgen

（mountain　asceticism）affiha60ns，　Yor止o　Kanda，・曲o　has　conducted　extensive　fieldwofk　in　the　Tohoku　region，

criticized　Nishida　by　saying，“since　miko　essentially　are　not　affiliated　to　heads，　Nishida’s　theory，　which　uses　the

argument　of　the　household　system　to　make　conclllsions　about　either　shugen　or　miko，　is　not　applicable．”This

question　hints　at　the　danger　of　generalization　given　that　the　social　forms　of　others　also　called　miko　are　diverse　in

both　terms　of　geographical　region　and　historical　period．

　　　This　paper　traces　the　formaUon　of　orders　of　sacred　dance　masters（shinlimai，dayu）and　azusa　miko　in　an　a卜

tempt　to　class江y　miko．　In　the　institution　headed　by　T㎜ura，　which　led　these　practitioners，　it　was　compulsory　fbr

followers　to　work　as　couples．　Azusa　miko　were　prohibited　from　marrying　men　with　other　af創iations．　Both　miko

in　Tohoku　and　azusa　Iniko，　who　were　followers　of　Tamura，1ived　in　their　master’s　house　where　they　received　thor－

ough　training　so　that　they　became　proficient　practitioners．　In　this　sense，　they　were　pro允ssionals　who　acqllired　ad－

vanced　sldlls．　In　contrast，　miko　who　were　followers　of　Tsuchimikado　or　Ybshida　paid　a　fee　to　the　head　where　they

were　based　so　that　they　collld　continue　with　their　activities．　It　wollld　appear　that　the　heads　were　not　concerned

with　what　these　miko　did．　While　the　miko　in　Tbhoku　studied　by　Kanda　had　their　own　territories　called‘‘dannaba”

and　were　also　economically　independent，　azllsa　miko，　who　were　fbllowers　of　Tamllra，　were　under　the　control　of

men（sacred　dance　masters）and　formed　caravans　with　men　with　whom　they　car亘ed　out　their　activities．　The

huge　difference　between　these　two　types　of　miko　is　unmistakable．　When　investigaUng　miko　from　the　Early　Mod－

ern　period　onwards，　such　studies　need　to　take　acc皿nt　of　regional　charactedstics　while　paying　attention　to　the

system　of　reproduction　and　the　possession　of　territories．
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